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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第42期
第１四半期
連結累計期間

第43期
第１四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日

自  平成24年12月１日
至  平成25年２月28日

自  平成23年12月１日
至  平成24年11月30日

売上高 (千円) 2,036,005 2,570,117 9,613,939

経常利益 (千円) 18,650 228,720 628,294

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △85,148 124,835 128,668

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 72,160 264,364 388,254

純資産額 (千円) 11,075,517 11,145,419 11,396,359

総資産額 (千円) 13,217,796 13,679,109 13,736,679

１株当たり四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(円) △4.94 7.24 7.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― 7.24 7.47

自己資本比率 (％) 83.5 81.1 82.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △373,881 △98,298 668,532

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 284,648 861,555 △321,913

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △342,094 △336,083 △575,380

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,827,323 4,466,402 4,031,568

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第42期第１四半期連結累計期間において、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損

失を計上しているため開示しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社および当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況および経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間の世界経済は、欧州の政府債務危機の長期化などによる先行きの不透明さ

は残るものの、全体として緩やかな回復傾向で推移しました。

わが国経済は、海外景気の下振れリスクが残るものの、為替相場の円安基調など輸出環境が改善されつ

つあり、本格的な景気回復への期待を背景に株価が上昇するなど回復の兆しが見られました。しかしなが

ら、企業の情報化投資の回復は、依然として不透明な状況で推移しました。

このような環境下、当社グループは前連結会計年度に引続き、市場動向に即応した分野からの受注獲得

を目指し、企業が新たに取組む市場およびその関連成長分野ならびに受注拡大が見込めるＩＴモダナイ

ゼーションおよび次世代高速通信に関するＩＴ技術などの分野に注力した営業を展開した結果、連結売

上高は前年同四半期を上回りました。

利益面においては、ソフトウエア開発事業における売上高の増加および原価率の改善などにより、連結

営業利益は前年同四半期を上回る結果となりました。また、連結経常利益および連結四半期純利益は連結

営業利益の増加に加え、投資有価証券売却益および為替差益の計上などにより営業外収益が増加したこ

とにより、いずれも前年同四半期を上回る結果となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高および連結利益は、次のとおりとなりました。

　

　
金額
(百万円)

売上高比率
(％)

対前年同四半期

増減額
(百万円)

増減率
(％)

連結売上高 2,570 100.0 534 26.2

連結営業利益 85 3.3 78 1,167.3

連結経常利益 228 8.9 210 1,126.3

連結四半期純利益 124 4.9 209 ―
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当第１四半期連結累計期間のセグメント別の業績は、次のとおりとなりました。

　

報告セグメント
金額
(百万円)

売上高比率
(％)

対前年同四半期

増減額
(百万円)

増減率
(％)

ソフトウエア
開発事業

売上高 2,550 100.0 539 26.8

セグメント利益
(営業利益)

164 6.4 86 110.5

システム
販売事業

売上高 19 100.0 △5 △22.8

セグメント損失(△)
(営業損失)

△78 △407.5 △7 ―

　

（ソフトウエア開発事業）

金融・保険業向けの基幹業務案件、素材・建設業向けの再構築案件、情報・通信業向けのネットワーク

管理案件および流通・サービス業向けの販売管理案件などの売上増に伴い、売上高は前年同四半期より

５億39百万円（26.8%）増加し、25億50百万円となりました。また、セグメント利益は売上高の増加に加

え、原価率の改善などにより前年同四半期より86百万円(110.5%)増加し、１億64百万円となりました。

　

（システム販売事業）

当第１四半期連結累計期間は、類似画像検索技術関連ライセンス販売に注力しましたが、受注が計画を

下回り、売上高は前年同四半期より５百万円（22.8%）減少し、19百万円となりました。また、セグメント

損失は前年同四半期より損失が７百万円増加し、78百万円となりました。

　

なお、連結営業利益の前年同四半期との増減分析は以下のとおりであります。

　

　 金額（百万円） 対売上高比率(％)

連結営業利益の対前年同四半期増減額 78 3.1

　 　 　 　

（増減分析） 　 　

　 ソフトウエア開発による営業利益の増減額 86 3.4

　 売上高の変動による増減額 28 1.1

　 外注比率の変動による増減額 5 0.2

　 社内開発分の原価率の変動による増減額 11 0.4

　 外注分の原価率の変動による増減額 12 0.5

　 販売費及び一般管理費比率の変動による増減額 6 0.2

　 余剰要員の変動による増減額 24 1.0

　 システム販売による営業利益の増減額 △7 △0.3

　 合　計 78 3.1
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(2) 財政状態の分析

資産は136億79百万円と前連結会計年度末に比して57百万円微減いたしました。

負債は25億33百万円と前連結会計年度末より１億93百万円増加いたしました。これは主として未払法

人税等、賞与引当金および未払配当金の増加が、賞与の支払による未払金の減少を上回ったことによるも

のであります。

純資産は111億45百万円と前連結会計年度末より２億50百万円減少いたしました。これは主として四半

期純利益の増加および時価上昇に伴うその他有価証券評価差額金の増加があったものの、配当金の支払

により利益剰余金が減少したことによるものであります。なお、自己資本比率は81.1％と前連結会計年度

末より1.5ポイント減少いたしました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、４億34百万円の増加と

なり、前連結会計年度末の資金残高40億31百万円を受け、当第１四半期連結累計期間末の資金残高は44億

66百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、資金は98百万円の減少となりました。この減少は、主として賞与支払に伴う未払賞与

の減少および法人税等の支払などの資金減少要因が、税金等調整前四半期純利益および賞与引当金の増

加などの資金増加要因を上回ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、資金は８億61百万円の増加となりました。この増加は、主として投資有価証券の売却

および有価証券の満期償還などの資金増加要因が、有価証券および投資有価証券の取得などの資金減少

要因を上回ったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、資金は３億36百万円の減少となりました。この減少は、主として配当金の支払による

ものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更および新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は11,495千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年２月28日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年４月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,287,000 18,287,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数100株

計 18,287,000 18,287,000― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成25年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。  

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月１日～
平成25年２月28日

― 18,287,000 ― 2,238,688 ― 2,118,332
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年11月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成24年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) (自己保有株式)
普通株式 1,053,600

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式17,225,000 172,250 ―

単元未満株式(注) 普通株式     8,400 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 18,287,000 ― ―

総株主の議決権 ― 172,250 ―

(注) 「単元未満株式」欄の株式数には、当社所有の自己株式76株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ジャステック

東京都港区高輪３－５－23 1,053,600 ─ 1,053,6005.76

計 ― 1,053,600 ─ 1,053,6005.76

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年12月１日

から平成25年２月28日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年12月１日から平成25年２月28日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,328,529 1,162,890

売掛金 975,280 998,709

有価証券 4,038,909 4,843,778

仕掛品 1,034,741 1,024,024

その他 131,392 257,181

貸倒引当金 △5,486 △6,032

流動資産合計 7,503,366 8,280,552

固定資産

有形固定資産

リース資産（純額） 122,434 125,480

その他（純額） 53,030 50,971

有形固定資産合計 175,464 176,452

無形固定資産 265,534 255,606

投資その他の資産

投資有価証券 3,686,072 2,917,428

繰延税金資産 408,322 327,917

敷金 221,194 226,231

保険積立金 1,336,098 1,337,200

その他 141,510 159,048

貸倒引当金 △885 △1,329

投資その他の資産合計 5,792,313 4,966,498

固定資産合計 6,233,313 5,398,556

資産合計 13,736,679 13,679,109
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 224,170 179,827

短期借入金 － 99,000

リース債務 51,804 52,870

未払金 978,500 308,889

未払法人税等 123,379 239,717

プログラム保証引当金 23,486 24,817

賞与引当金 － 319,404

受注損失引当金 808 2,061

その他 61,576 425,969

流動負債合計 1,463,726 1,652,557

固定負債

リース債務 71,497 73,509

退職給付引当金 169,541 167,077

役員退職慰労引当金 596,194 600,810

資産除去債務 37,788 37,977

その他 1,572 1,758

固定負債合計 876,593 881,132

負債合計 2,340,320 2,533,689

純資産の部

株主資本

資本金 2,238,688 2,238,688

資本剰余金 2,118,332 2,118,332

利益剰余金 7,782,547 7,390,383

自己株式 △652,108 △652,108

株主資本合計 11,487,459 11,095,295

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △102,705 51,117

為替換算調整勘定 △33,150 △47,443

その他の包括利益累計額合計 △135,855 3,673

新株予約権 44,755 46,450

純資産合計 11,396,359 11,145,419

負債純資産合計 13,736,679 13,679,109
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年２月28日)

売上高 2,036,005 2,570,117

売上原価 1,645,805 2,080,414

売上総利益 390,199 489,703

販売費及び一般管理費 383,441 404,059

営業利益 6,757 85,643

営業外収益

受取利息 299 108

有価証券利息 11,585 13,370

受取配当金 1,287 1,067

保険配当金 7,004 －

為替差益 － 38,262

投資有価証券売却益 － 170,561

雇用調整助成金 2,858 －

受取保険金 6,715 －

その他 1,940 4,212

営業外収益合計 31,691 227,583

営業外費用

支払利息 404 507

為替差損 10,256 －

投資有価証券売却損 － 79,463

投資有価証券投資損失 5,856 1,467

その他 3,281 3,069

営業外費用合計 19,798 84,507

経常利益 18,650 228,720

特別利益

新株予約権戻入益 264 －

特別利益合計 264 －

特別損失

固定資産除売却損 － 17

特別損失合計 － 17

税金等調整前四半期純利益 18,914 228,702

法人税、住民税及び事業税 198,400 234,000

法人税等調整額 △94,336 △130,132

法人税等合計 104,063 103,867

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△85,148 124,835

四半期純利益又は四半期純損失（△） △85,148 124,835
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△85,148 124,835

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 153,403 153,822

為替換算調整勘定 3,905 △14,293

その他の包括利益合計 157,308 139,529

四半期包括利益 72,160 264,364

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 72,160 264,364

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 18,914 228,702

減価償却費 34,587 44,301

株式報酬費用 1,797 1,695

貸倒引当金の増減額（△は減少） △377 633

プログラム保証引当金の増減額(△は減少) 695 1,331

賞与引当金の増減額（△は減少） 321,234 319,404

受注損失引当金の増減額（△は減少） 27,987 1,252

退職給付引当金の増減額（△は減少） △697 △2,464

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,036 4,616

受取利息及び受取配当金 △20,177 △14,547

支払利息 404 507

固定資産除売却損益（△は益） － 17

投資有価証券売却損益（△は益） － △91,097

売上債権の増減額（△は増加） 127,790 36,470

たな卸資産の増減額（△は増加） △262,272 10,716

仕入債務の増減額（△は減少） △466 △44,899

未払賞与の増減額（△は減少） △635,067 △629,963

その他の資産の増減額（△は増加） 2,010 △5,568

その他の負債の増減額（△は減少） △5,974 161,187

その他 18,928 △33,449

小計 △363,647 △11,152

利息及び配当金の受取額 27,887 24,103

利息の支払額 △696 △544

法人税等の支払額 △37,424 △110,705

営業活動によるキャッシュ・フロー △373,881 △98,298

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20,000 △20,000

定期預金の払戻による収入 20,000 20,000

有価証券の取得による支出 △100,550 △203,886

有価証券の償還による収入 300,000 300,000

有形固定資産の取得による支出 △4,182 △2,480

無形固定資産の取得による支出 △50,905 △15,037

投資有価証券の取得による支出 △49,964 △503,777

投資有価証券の売却による収入 － 1,278,643

貸付金の回収による収入 － 149

敷金の差入による支出 △30 △4,683

敷金の回収による収入 － 216

保険積立金の積立による支出 △1,214 △1,214

保険積立金の解約による収入 174,525 －

その他 16,968 13,625

投資活動によるキャッシュ・フロー 284,648 861,555
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年２月28日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 230,000 230,000

短期借入金の返済による支出 △131,000 △131,000

自己株式の取得による支出 △35 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △13,145 △14,956

配当金の支払額 △427,914 △420,126

財務活動によるキャッシュ・フロー △342,094 △336,083

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,284 7,660

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △436,612 434,833

現金及び現金同等物の期首残高 4,263,935 4,031,568

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,827,323

※
 4,466,402
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年12月１日  至  平成25年２月28日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年12月１日以後に取得した有形固定資産

については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、当第１四半期連結会計期間において、新たに取得した有形固定資産はないため、損益に与える影響はありま

せん。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年12月１日
至  平成25年２月28日)

現金及び預金勘定 1,025,752千円 1,162,890千円

有価証券勘定 4,517,037千円 4,843,778千円

計 5,542,790千円 6,006,669千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△30,000千円 △30,000千円

償還期間が３ヶ月を超える債券 △1,685,466千円 △1,510,267千円

現金及び現金同等物 3,827,323千円 4,466,402千円

　

　

(株主資本等関係)

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年２月29日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月23日
定時株主総会

普通株式 517,003 30平成23年11月30日 平成24年２月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年12月１日  至  平成25年２月28日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月21日
定時株主総会

普通株式 516,999 30平成24年11月30日 平成25年２月22日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年12月１日  至  平成24年２月29日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
ソフトウエア
開発事業

システム
販売事業

計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,010,99125,0132,036,0052,036,005

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 2,010,99125,0132,036,0052,036,005

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

78,089 △71,331 6,757 6,757

(注)　報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との間に差異はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年12月１日  至  平成25年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

　

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
ソフトウエア
開発事業

システム
販売事業

計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,550,80019,3162,570,1172,570,117

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 2,550,80019,3162,570,1172,570,117

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

164,352△78,708 85,643 85,643

(注)　報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との間に差異はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

　

EDINET提出書類

株式会社ジャステック(E04834)

四半期報告書

16/19



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益または１株当たり四半期純損失および算定上の基礎ならびに潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年12月１日
至  平成25年２月28日)

(1) １株当たり四半期純利益
　　　又は１株当たり四半期純損失(△)

△4.94円 7.24円

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益又は四半期純損失(△) △85,148千円 124,835千円

    普通株主に帰属しない金額 ― 千円 ― 千円

    普通株式に係る四半期純利益
　　　又は四半期純損失(△)

△85,148千円 124,835千円

    普通株式の期中平均株式数 17,233,444株 17,233,324株

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円 7.24円

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額 ― 千円  ― 千円

    普通株式増加数 　― 株 16,761株

(注)　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であ

るため、記載しておりません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年４月10日

株式会社ジャステック

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　飯　　野　　健　　一　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　飯　　塚　　　　　智　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ジャステックの平成24年12月１日から平成25年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成24年12月１日から平成25年２月28日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年12月１日から平成25

年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャステック及び連結子会社の平成

25年２月28日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。
　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社ジャステック(E04834)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	会計方針の変更等
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

